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地方独立行政法人京都市立病院機構の令和４年度決算概要について 

 
   

京都市立病院（以下「市立病院」という。）及び京都市立京北病院（以下「京北

病院」という。）は自治体病院として、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コ

ロナ」という。）を含む感染症医療、救急医療やへき地医療などの政策医療をはじ

め、市民の生命と健康を守るため、医療の質及び患者サービスの向上に取り組み、

特に新型コロナへの対応においては、令和２年 1 月の初発患者以降、累計１,２３

５名（令和５年３月末時点）を受入れるなど、多職種連携の下に積極的に入院患者

の受入れを行い、質・量とも府内トップレベルの診療を行ってまいりました。 

令和４年度は、市立病院において、前年度に続き新型コロナ病床確保等に伴う一

般病床の縮小で入院患者が減少しましたが、入院単価の大幅増により、医業収益は

横ばい、京北病院においては、患者数が減少したため、医業・介護収益が減少しま

した。また、両病院において、電気・ガス料金の高騰により光熱費の支出が増加し

ました。 

しかしながら、京都府新型コロナ病床確保等支援事業補助金（以下「新型コロナ

補助金」という。）を確保したことにより、京都市立病院機構全体の純損益は１２

億９百万円で、２年連続の黒字（令和３年度は８億６７百万円の黒字）となりまし

た。 

令和５年度においては、新型コロナ補助金が縮小・廃止されることを見据え、新

入院患者数の獲得等による更なる経営改善を図るとともに、第４期中期目標（令和

５～８年度）の達成に向け、法人の総力を挙げて取り組んでまいります。 
   

 

１ 市立病院 

収入については、新型コロナ病床確保（３６床）等による一般病床縮小の下、

前年度よりも更に運用病床が減少したことで、入院患者数が減少（１３１,５３６

人（前年度比△１２,６６１人））しました。 

一方、入院単価の大幅増（８５，３２０円（前年度比＋５，７１１円））により、

医業収益は１７２億６７百万円（前年度比△１億１６百万円）を確保しました。 

 

また、新型コロナ補助金の増（２４億５６百万円（前年度比＋６億４７百万円））



により、収入合計は２１７億５５百万円（前年度比＋４億７５百万円）となりま

した。 

支出においては、原油価格高騰に伴う電気・ガス料金の大幅増（前年度比＋1

億２８百万円））等により、支出合計は２０５億円（前年度比＋９３百万円）とな

りました。 

この結果収支は、経常損益１２億５５百万円で、臨時損益△１１百万円を反映

させた純損益は１２億４４百万円（前年度比で４億１８百万円の収支改善）とな

りました。 

 

令和５年度においては、新型コロナをはじめとする新興感染症に対応した病院

運営を行うとともに、地域とより連携した取組を推進します。とりわけ、地域が

ん診療連携拠点病院として、がん医療を市立病院の柱として確立し、京都・乙訓

医療圏における地域のがん医療推進に貢献することを目指します。 

また、ＰＦⅯ（ペイシェント・フロー・マネジメント）※の取組を推進し、患者

サービスや医療の質を向上させることで、病床稼働率や診療報酬単価を高め、経

営の安定化に取り組んでまいります。 

※入退院における諸問題の早期解決を目的に、予定入院患者の情報を入院前の外来段階から収集

し、入院中や退院後の生活を見越した支援を行うシステムのこと。 

 

２ 京北病院 

収入においては、入院延べ患者数、外来延べ患者数、訪問看護（医業分）延べ

患者数の減少により、医業収益は３億８８百万円（前年度比△６４百万円）とな

りました。 

介護保険事業収益においては、施設入所者の減等により、２億４百万円（前年

度比△７百万円）となり、加えて、補助金の減（府市新型コロナウイルスワクチ

ン接種支援金の減）により京北病院全体の収入合計は９億６百万円（前年度比△

８９百万円）となりました。 

支出は、光熱費が増加したものの、給与費や材料費の減少により、支出合計は

９億４０百万円（前年度比△１４百万円）となりました。 

この結果、収支は、経常損益３４百万円の赤字、純損益は３５百万円の赤字（前

年度比で７６百万円の収支悪化）となりました。 

令和５年度においては、入院病床稼働率など京北病院全体の収支改善を図ると

ともに、引き続き地域に根差した医療・介護を提供する地域包括ケアシステムの

拠点施設としての機能を発揮してまいります。 











 

地方独立行政法人京都市立病院機構の決算 

 

○ 自治体病院として、救急医療やへき地医療等の政策医療を提供

し、医療の質・患者サービスの向上を推進 
 

・ 市立病院におけるがん診療機能の向上など医療の高度化 
・ 新型コロナ入院患者について府内トップレベルの水準で受入れ 
（令和２年１月から令和５年３月末累計実績：１,２３５名） 
・ 京北病院における地域包括ケア病床の運用や在宅医療への注力     など 

 

○ 新型コロナ病床確保の補助金等を確保し、法人全体では１２億９

百万円の純損益黒字 
 

⇒  令和５年度は、コロナ補助金廃止後を見据え、第４期中期目標達

成や、新入院患者数の増加等による更なる経営改善に向けて、法人

総力挙げて取組を進める。 

 

 地方独立行政法人化以降の状況   
 
【医業・介護収益（百万円）】 【本市からの運営費負担金推移（百万円）】 

（資本的収支分除く） 

【入院・外来患者数（人）】（市立病院のみ） 【長期借入金残高（百万円）】 

（四捨五入のため、数字に若干の差異が生じる。） 
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（参考） 


